
完了後の評価個表
整理番号 ２４－１

事 業 名 森林居住環境整備事業 都 道 府 県 鹿児島県

地 区 名 大根占吾平
事業実施主体 鹿児島県、鹿屋市（旧吾平町）、ふ り が な おお ね じめ あ いら

錦江町（旧大根占町）

関 係 市 町 村 鹿屋市（旧吾平町）、 管 理 主 体 鹿屋市（旧吾平町）、
錦江町（旧大根占町） 錦江町（旧大根占町）

事業実施期間 Ｈ14～Ｈ19（６年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
当該地区は、鹿児島県大隅半島の中南部に位置し、東南部の国見山系に接続する八山

岳から北西に延びる稜線の北東側（鹿屋市側）と南西側（錦江町側）を合わせた地域
で、鹿屋市と錦江町では、効率的な林業経営の展開や森林空間の総合的な利用、地域住
民の交流と活性化を図るため、様々な事業に取り組むなど林業の推進等に積極的な地域
である。

② 森林の状況
当地区の森林面積は1,057haで、約７割をスギ・ヒノキの人工林が占めているほか、人

工林のうち、間伐等の森林整備が必要とされる４齢級（20年生）以上の森林の割合が９
割に達している状況にある。

また、この地域は戦後から高度成長期にかけて多くの優良材が生産されていることか
ら、今後もスギ・ヒノキの優良な林分に成長する期待がもたれている。

③ 当地区を整備する目的・意義
当地区には、間伐等の森林整備が必要な林分や伐期を迎えた林分が多いことから、か

つて多くの優良材を産出してきた地域の、森林・林業に対する積極的な取り組みが底流
にある中で、高性能林業機械を利用した効率的な森林施業や生産事業の共同化などによ
る流域林業の活性化が期待されていた。

しかしながら、当地区内には効率的な森林施業に不可欠とされる林道等の基盤整備が
未整備であったことから、林業生産基盤の整備のほか、地域山村集落の生活環境の整
備や山村交流の促進等を図るために、鹿屋市吾平町麓地区と錦江町馬場地区を連絡する
線形での基幹林道のほか、森林公園やアクセス林道などを併せて整備したものである。

（事業概要）
森林基幹道整備

大根占吾平線（鹿屋市，錦江町） 車道幅員4.00m 開設延長 5,310m 利用区域面積 1,057ha
アクセス林道整備

瀬戸谷線（錦江町） 車道幅員3.00m 開設延長 879m 利用区域面積 37ha
森林公園施設整備

町民の森（錦江町） 森林公園，散策道
用水施設整備

真戸原地区（鹿屋市） 用水施設（水源さく井 L=130m）

総事業費 1,529,442千円 （当初総事業費 1,500,000千円）

① 費用対効果分析の 平成25年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった 事業コストの縮減を図るとともに、事業内容の変更（森林公園施設整備及び用水施設整
要因の変化 備を追加）により、地区内の施設整備を充実させたことなどにより総便益が増加し、森林

整備に要する費用を計上したことにより総費用が増加した。

総便益（Ｂ） 4,065,684千円 （事業採択時 1,688,408千円）
総費用（Ｃ） 2,521,300千円 （事業採択時 1,335,547千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.61 （事業採択時 1.26 ）

② 事業効果の発現状 ① 基幹林道開設により、利用区域内森林への到達距離が短縮されたことから、森林施業
況 時の作業通勤時間や林産物の搬出時間等の短縮が可能となるなど、森林へのアクセスが

容易となった。
② 基幹林道開設により、鹿屋市吾平町麓（神野）地区と錦江町馬場（半ヶ石）地区が連
絡することで、両地区間の距離が既設公道を利用するより２割短縮され、集落間の交流
が活性化されるほか、県道鹿屋吾平佐多線不通時の迂回路的役割も発揮できる。

③ 基幹林道開設により、高性能林業機械等による効率的な森林施業が可能となったこと
から、利用区域内で近年、大規模な伐採並びに木材搬出が増えるなど林業生産活動が活
発になってきている。

④ 基幹林道並びにアクセス林道、散策道等の整備により、これまで入山の困難だった八
山岳や利用区域内に自生するイヌマキ大樹、町民の森など森林レクリエーション施設へ
のアクセスが容易となり、森林散策や山菜採りなどレクリエーション活動を行う人々が
年間を通じて訪れている。

⑤ 真戸原地区の用水施設整備により、地域住民は、これまでの渇水期の水量減少や水質
悪化、煩雑な水源管理作業等から開放され、生活環境の改善が図られた。



整理番号 ２４－２

③ 事業により整備さ ① 当事業により開設された基幹林道及びアクセス林道は、鹿屋市及び錦江町がそれぞれ
れた施設の管理状 定めた林道維持管理規程に基づき管理されている。
況 両市町による林道除草や側溝清掃等が毎年実施されており、維持管理状況は概ね良好

である。

② 当事業で整備された森林公園や散策道は、錦江町が管理しており、公園除草や案内板
の設置等とても良好な管理が行われている。

③ 当事業で整備された用水施設は、鹿屋市が管理しており、管理状況は良好である。

④ 事業実施による環 基幹林道開設により、高性能林業機械等による効率的な森林施業が可能となったことか
境の変化 ら、利用区域内で近年、大規模な伐採並びに木材搬出が増えるなど林業生産活動が活発に

なってきている。
施設整備にによる野生動植物の生息・生育環境の悪化，渓流水の流量の減少などの影響

は見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 基幹林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化が図られた
化 ことから、森林施業の意欲も除々に増進されてきているほか、森林レクリエーション施設

へのアクセス道や生活道路としても利用されており、森林に対する理解も深まってきてい
る。

⑥ 今後の課題等 森林施業の実施に対する意欲が徐々に増進されてきているが、木材価格の低迷等により
間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることから、森林所有者に対する森林施業
実施の普及啓発等を行い、積極的な森林施業の実施を促進する必要がある。

・地元の意見： 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源かん養機能等の公益的機
能の高度発揮に寄与している。（鹿児島県）

林道の開設後は、八山岳や利用区域内に自生するイヌマキ大樹、町民の
森など森林レクリエーション施設へ訪れる者が増加してきているととも
に、森林災害等の早期発見に寄与している。（鹿屋市、錦江町）

評 価 結 果 ・必要性： 地元の意見にも見られるとおり、当事業の施工後は、土砂流出の防止、水源
かん養機能等の公益的機能の高度発揮に寄与するなど、当事業の効果が発揮さ
れていること。
基盤となる路網の整備により森林の整備が実施されていること。
以上のことから、事業の必要性が認められる。

・効率性： 基幹林道の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的な工種・
工法で実施しており、事業実施に当たってもコスト縮減に努め総事業費の削減
が図られたことから、事業の効率性が認められる。

・有効性： 路網の整備により、森林へのアクセスが容易になり、森林整備を実施するコ
ストも縮減されることから、今後も事業効果の発現が見込まれていること。
路網等の整備により森林レクリエーション施設へのアクセスが容易となり、

森林散策や山菜採りなどレクリエーション活動を行う人々が増え、森林の多面
的機能の発揮が期待できること。
林道が災害時の迂回路としても機能していること。
用水施設整備により、地域住民の生活環境の改善が図られた。
以上のことから、事業の有効性が認められる。



整理番号 24

事業名：森林居住環境整備事業 　 都道府県名：鹿児島県

地域(地区）名：大根占
おおねじめ

吾平
あいら

（単位：千円）

評価額

1,344

625

84,851

5

3,404

3,383,038

森林の総合利用便益 135,303

293,205

34,133

129,776

4,065,684

2,521,300

4,065,684

2,521,300

総　費　用　（C)

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 1.61

総　便　益　（B)

フォレストアメニティ施設利用便益

災害等軽減便益 災害復旧経費縮減便益

維持管理費縮減便益

山村環境整備便益 生活用水確保便益

木材生産確保・増進便益

森林整備経費縮減等便益

造林作業経費縮減便益

森林管理等経費縮減便益

森林整備促進便益

木材生産等便益

木材生産等経費縮減便益

木材利用増進便益

便　益　集　計　表

大　区　分 中　区　分 備　　考



H25 完了後評価
大根占吾平地区 位置図

大隅地域振興局

大根占吾平地区
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